
東海協議会図書館サービス・システム委員会 
ＨＰ担当者会議議事録 

 
日時：2008 年９月９日（火）（13:30～17:00） 
場所：愛知大学名古屋図書館 
出席者：尾崎委員長（名古屋女子）、鈴木（金城学院）、木村（愛知学泉）、濱口（愛知） 
    （敬称略） 
 
Ⅰ．検討事項 
  １．過去ページの管理・移行 
     ・東海地区協議会ホームページ上にアップされている過去の資料等について 
      どのように整理していくか検討する。 
  ２．新トップページ 
     ・新しいトップページをどのような形で決定し、変更するか検討する。 
 
Ⅱ．検討結果 
  １．過去ページの管理・移行 
  （１）アップされている過去の資料等の整理方法について検討した結果 

下記の２案が提案された。 
      【案１】現行ディレクトリ構造で運営していく方法。 
      【案２】新しくディレクトリ（年度単位）を作成し、データを移行し 

運営していく方法。（アーカイブスのようなイメージ） 
    

（２）次に【案１】、【案２】のどの案を採択するかを検討した結果下記の案を採択 
   することとした。 

      １）採択案：【案１】現行のディレクト構造で運営していく。 
      ２）採択理由：あまり古い資料は遡って見る機会が少ない。 
             また、仮に見る機会があった場合でも「館灯」でみることが 
             できる。 
 
  （３）その他の意見として、ＨＰ上で資料を表示させる期間についても検討し 
      結果下記の通りとすることにした。 
      １）表示させる期間（表示期間）：４年 
      ２）理由：理事校の任期にあわせて（２期：（４年）） 

※この期間は、あくまで表示させる期間であって 
期間満了後にサーバ上から該当資料を削除することではない。 

（サーバ上にはそのままにしておき、ページからリンクを張らないようにする）    
 
 
 
 
 



  ２．新トップページ 
     ・新しいトップページをどのような形で決定し、変更するか検討した結果 
     下記の通りとすることにした。 
      ・今回、新しく MoogaOne タイプを作成したので、従来の２案に加えて 
     ３案を踏まえてどの案にするかを次回の図書館サービス・システム委員会にて 
     決定し、最終的に常任幹事会にて了承を得て変更することにした。 

（アクセス方法は、従来通り：東海地区協議会のトップページのロゴから 
 テストパターンページでアクセスし確認することができます） 

       また新しいトップページには、あまり使われていないもの（リンクデータ 
     ベース等）は、外すこととした。（削除はしないで、そのままＨＰ上に残す） 

 
  ３．過去ページの管理・移行・新トップページの留意点 
    ・過去ページの管理・移行、新トップページについては、来年度の委員会新体制 
    の動向を留意しながら進めることとした。 
 
Ⅲ．その他 
  ・来年度の委員会新体制に起因して修正変更する必要のある項目についても 
  検討した結果、今回の担当者会議では下記の項目を洗い出した。 
  １．ホームページ運用に係る申し合わせ 
    （１）変更項目 
       文章中の下記の名称を新委員会名称に変更する。 
        “協議会図書館サービス・システム委員会”→  新委員会名称 
        “協議会図書館研究会”          →  新委員会名称 
    （２）削除項目 
       項番６の下記の（１）～（３）を削除する。 
       ６．（１）提出原稿のファイル形式は、（・・中略・・）のいずれかとする。 
       ６．（２）画像情報は、（・・中略・・）は受け付けない。 
       ６．（３）送付媒体は、（・・中略・・）返却しない。 
    （３）追加項目 
        下記の項目を追加する。 
       項番６ 

①“原稿の作成ガイドラインは、私立大学図書館協会ホームページ作成

ガイドラインに準じる。” 
        ②項番７．協議会のホームページのサイトポリシーは、私立大学図書館 
         協会ホームページのサイトポリシーに準じる。 
   
 ２．「館灯」投稿、編集、並びに公開申し合わせ事項 
  （１）追加項目 
     下記の下線項目を追加する 
     項番（６）「館灯」に掲載された論文（・・中略・・）は、「東海地区協議会 
     ホームページ」及び CiNii で公開する。 


